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  【形状・構造及び原理等】

  １.	構成

  本体×1、
  添付文書×1

  ２.	原理

  頸椎や脊髄の保護や損傷

  を防止するため、頭頸部を本品に固定することで、頭頸部

を中央位置に維持し、前後左右に曲ることのないようにし

ます。同時に脊髄のひねり・圧迫による、生理学的な損傷、

虚血性の損傷が脊髄に加わることを防ぎます。

  
 ＊＊ 【使用目的又は効果】

  頭頸部を固定して、頸椎や脊髄を保護し損傷を防止します。

 ＊＊	【使用方法等】

  １.	操作方法

  頸椎や脊髄の保護や損傷を防止するため頭頸部を固定

（サイズはアンブパーフィットカラーのサイズ3～6に相当

し、患者さんにあわせて16段階で調節可能）してください。

  ①救護をする方は手を使って患者さんの頭頸部を安定

させ、丁寧に中央の位置にしてください（写真1）。
  注： 万一、この処置の中で、何らかの抵抗を感じたり、

患者さんの不快感が増加する場合、脊髄損傷な

どがある、あるいは疑われるときにとられる所定の

固定処置法に従ってください。
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	 	 【警告】

  使用方法

 ＊＊ ◆ （この項目削除）

  ◆ 患者さんに使用する前に、このネックカラーを使用す

るための臨床的な教育・トレーニングを充分に受けて

ください。また、本品の取扱方法について、本書を充

分に読み、よく理解しておいてください。

  ◆ ここに記載されている事はガイドラインです。医学的

な処置について定義しているものではありません。使

用においては医師の指導・指示に従ってください。

  ◆ 処置中は常に、頭頸部を中央の位置に保ってください。

カラーが正しく取付けられ、患者さんが固定された後も

頭部を保持してください。状況に合わせて、ヘッドイモ

ビライザーなどにより患者さんを更に固定してください。

	 	 【禁忌・禁止】

  使用方法

  ◆ 再使用しないでください。

安全ボタン

  ラッチ

  ② 頭頸部が安定したら、第二の救護者が、本品を以下

の方法でサイズを患者さんに合わせてから、患者さん

に取付けてください。患者さんの頸部が伸び過ぎない

ように注意してください。

  ③ 患者さんの顎の下から患者さんの肩までの距離を指

で測定してください（写真2）。
  ④ 上記で測定した距離とカラーのサイズ線とプラスチッ

クの下（フォーム部ではありません）の部分との距離を

比較してください（写真3）。
  ⑤ パーフィットエースは出荷時点でサイズ3にセットされ

ています。サイズを大きくする場合、安全ボタンを上に

引き上げて安全のためのロックをはずしてください（写

真4）。
  ⑥ カラーサイズを調節してください。サイズ3からサイズ

6まで16段階で調節できます。上記③の指で測定し

た距離になるまでカラーを広げてください（写真5）。
  ⑦ 安全ボタンを押し下げて 安全のためのロックを固定し

てください（写真6）。
  ⑧ サイズを再調節する場合、安全ボタンを引き上げ（写

真7）、ラッチをOUT（外）側に押して解除（写真8）し
てから、サイズを調節してください（写真9）。サイズが

決まったら、ラッチを IN（内）側に押し（写真10）、安

全ボタンを下側に押し下げて、安全のためのロックを

固定してください（写真11）。

再使用禁止

＊＊
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	 	２.	カラーの組立て（写真12）

  カラーの気管切開口部を手で持ち、人差し指を顎用ピー

ス（センターリベット上）のフォーム側に、親指を顎用ピー

スの反対側に当ててください。顎用ピースを裏側から正面

側に回してください（写真12、13）。これで顎用ピースが正

しい位置にセットされます。

  
  ３.	適用

  固定用ネックカラーを使用するには、2 人の人員が必

要です。第一番目の救護者がspread finger法（「写真

14」）により、頭部を保持して、頭頸部を中央の位置にし

て、動かないように注意してください。

  ① 第二番目の救護者がカラーを患者さんの胸、顎に当

ててください。カラーは特別なことをしなくても、患者さ

んの肩と胸骨の上にのるはずです（写真15）。患者さ

んの顎が中央の位置で、顎用ピースにしっかりとのる

ことを確認してください（写真16）。
  ② カラーの正面を持ちながら、カラー後部を首の後ろ側

に回し、ベルクロストラップをカラーの正面側に回して

ください（写真16）。
  ③ ベルクロストラップを必要な長さに調節して固定してく

ださい（写真17）。
  ④ 貴施設の手順に従ってカラーサイズを調節してください。

  
  ４.	仰臥位での使用

  患者さんが仰臥位の場合、カラー後部を患者さんの首

の後ろに均等に滑り込ませてください（写真18、19）。顎

に顎用カラーを当てた（写真20）あと、片手でカラーを

保持し、もう一方の手でベルクロストラップを締めてくださ

い（写真21）。

  【使用上の注意】

  ＜重要な基本的注意＞

  ◆ 固定用ネックカラーは、患者さんの固定処置の一部と

なっています。

 ＊＊ 【保管方法及び有効期間等】

  保管温度：常温
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